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                入学式  
 

４月９日（木）は、本校第３０回入学式を行いました。５２名の子供たちが、新たに桜町小学校の仲間

入りをしました。私の式辞は以下の通りです。 

６年生の代表児童は、以下のような歓迎の言葉を述べました。 

 

桜町小学校 新入生 ５２名の皆さん、ご入学おめでとうございます。皆さんがこの桜町小学校に来

るのを、先生たちもお兄さん、お姉さんも、ずっとワクワクしながら待っていました。小学校は、ワ

クワクするお勉強や楽しい遊びがたくさんあります。もし「難しいな」と思うことがあっても大丈夫。

優しい先生や頼もしいお兄さん、お姉さんが助けてくれます。 

さて、今日から小学生になった皆さんに、校長先生と「たった一つ」のお約束をしてほしいと思い

ます。それは、「かっこいい朝」を自分でつくることです。「かっこいい朝をつくる」って、一体朝に

何をするのでしょうか。 

校長先生は、今から皆さんに、「かっこいい朝」をつくるためにしてほしいことを３つお話しします。 

１つ目は、「シャキーン」と自分で起きること。お家の人に起こしてもらうのではなく、自分からパ

ッと目を開け、起きましょう。朝、自分一人でパッと起きられると、心の中に「キラキラのパワー」

がたまります。そのパワーがあると、学校で難しいお勉強があっても、初めての遊びでも、「よし、や

ってみよう」って元気に進めるようになります。 

２つ目は、「元気な挨拶」。おうちの人に「おはよう」、道で会う地域の方に「おはようございます」

と声を届けてみてください。もちろん、学校に来たら、先生方やお友達に元気な挨拶をしましょう。

挨拶は、自分も周りも温かくする「心の太陽」です。桜町小学校の子供たちは、みんなこの挨拶を頑

張ります。皆さんできますね。 

朝にしてほしいことの３つめは、朝ごはんを「モリモリ」食べてエネルギーを満タンにすること。

朝ごはんは、皆さんの体と頭を動かす大切なエネルギーです。しっかり食べて、パワーいっぱいで学

校に来てください。 

皆さん、今お話しした３つのことを朝からやってください。この「かっこいい朝」をつくったら、

小学校のお勉強や遊びがもっともっと楽しくなります。頑張りましょうね。 

保護者の皆様、お子様のご入学、誠におめでとうございます。 

今日まで、深い愛情をもって大切に育ててこられたお子様が、今こうして晴れの日を迎えられたこ

とに、心よりお慶び申し上げます。先ほど、お子様方と「朝の習慣」について約束をしました。「よい

習慣をつくる」これは、子供の健全育成に一番必要なことだと思います。「保護者の方々が子供に与え

られる最大の贈り物は『習慣』である」私は常々そう思っています。「早寝 早起き 朝ごはん」今後

とも望ましい生活習慣の形成にお力添えを賜りますようお願いします。 

本校は、地域とともにある学校として、全職員が一丸となり、この小さな体に詰まった無限の可能

性を育んでまいります。お子様の成長には、学校と家庭、そして地域の「三位一体」の連携が欠かせ

ません。皆様と手を取り合い、お子様の輝く未来を誠心誠意支えていくことをお約束いたします。 

柔らかな春の風が心地よく感じられる頃となりました。 

１年生の皆さん、ご入学おめでとうございます。私達は、みなさんが入学してくるのを楽しみにし

ていました。桜町小学校には楽しい行事がたくさんあります。春の運動会では、１年生は、かけっこ

や玉入れに挑戦します。秋には、桜っ子くんちがあります。太鼓山や龍踊りなど、見ているだけでワ

クワクする行事です。１年生は、本踊りを披露しますよ。一緒に頑張りましょう。 



ピカピカのランドセルを背負い、期待と不安を胸に校門をくぐった１年生。その初々しい姿に、私

たちも身の引き締まる思いでおります。 

本校では「自ら学び 自ら考え 自ら行う」という学校教育目標を掲げております。１年生がこれ

からの学校生活で、どのような「頑張り」を見せてくれるのか、私が特に期待しているのは次の３つ

です。 

 

１．「自分から」の第一歩を大切に 

これからの学校生活は、自分自身でできることを一つずつ増やしていくプロセスです。例えば、「お

はようございます」という挨拶、自分の荷物の整理整頓、授業中に「やってみたい」と手を挙げるこ

となど。 

最初は完璧でなくても構いません。「自分からやってみた」という主体的な行動の積み重ねが、子

供の自信と、成長しようとする心を育みます。 

 

２．「知ること」「学ぶこと」を楽しむ 

学校での学習は、驚きと発見の連続です。文字が読めるようになる、数が増える不思議に気づく。

そんな日々の小さな「分かった」を大切にしてほしいと願っています。 

「どうしてかな」「もっと知りたい」といった好奇心こそが、これからの時代を生き抜く「自ら学

ぶ力」の源泉となります。ご家庭でも、お子様が学校で見つけた「発見」をぜひ聞き役となって受け

止めてあげてください。 

 

３．失敗を恐れない「挑戦」 

新しい環境では、うまくいかないことも当然あります。しかし、失敗は成長のための大切なステッ

プです。 

「間違えても大丈夫」「次はこうしてみよう」と考えられる心を、学校と家庭で共に育んでいけれ

ばと思います。子供たちの挑戦を全力で応援し、たとえ失敗してもそのプロセスを価値あるものとし

て認めていければと思っています。 

 

桜町小学校には、「桜町習慣」というみんなが気持ちよく学校生活を過ごすための大切な約束があり

ます。特に、「さわやかワンストップあいさつ」を大事にしています。あいさつは、お友達を作る第一

歩です。相手の目を見て「おはよう」と元気よくあいさつをしましょう。 

みなさんは、「桜っ子」として新しい一歩をふみだしました。ドキドキしている人もいるかもしれま

せん。でも、大丈夫です。先生やお友達、そして私達６年生がみなさんを支えます。何か分からない

ことや困ったことがあったら、いつでも聞いてくださいね。今日からどうぞよろしくお願いします。 


